
 
 

26 春闘では、ベースアップは 12,000 円と昨年を上回ったものの、一般
他社と比較すると見劣りする結果となりました。そうした中で、今年の期
末一時金がどうなるのかは、大きな関心事となっています。 
会社は 25 年度業績について 3 月に上方修正を発表し、3 月 10 日には

日航内各労組に対し、期末一時金に関する「別途協議」も実施しました。
現在の年間一時金は、夏 2 ヵ月・年末 2.5 ヵ月の計 4.5 ヵ月となってお
り、6 月の支給水準がどのように示されるのか、注目されるところです。 

 
 
 
  

期末一時金はあらかじめ提示さ
れているスキームに当てはめると
1.5ヵ月になる見込みです。一方で、
3 月に上方修正を発表しており、
目標のEBIT2000億円は達成して
いる可能性は高いと見ています。
JLU は 2050 億円から上振れた分
はすべて期末一時金として社員へ
還元するよう求めてきました。結
果が示されるのは 4 月 30 日です。 

 
 
今年の夏闘要求アンケートは 4 月 30 日の通

期決算発表を踏まえて実施します。期末一時金
の結果が示される前に開始すると、関心がそこ
に偏る可能性があるため、全体像を見たうえで
スタートします。今回のアンケートでは、春闘
回答や期末一時金の内容を踏まえ、「今後に展
望を持てるか」といった点についてもお聞きし
ます。開始まで、もう少しお待ちください。 

 
 
今年は北中米でワールドカップが

開催されます。暑さの厳しい環境で
の試合も想定され、こうした大会で
は、事前の暑熱対策やコンディショ
ニングが重要になります。高いパフ
ォーマンスを発揮するためには、「暑
さに慣れる＝暑熱順化」が欠かせな
いとされているためです。 
会社としても、暑熱順化の重要性

については発信されており、ブリー
フィングや安全衛生委員会でも毎年
のように取り上げられています。 
しかし、こうした情報が現場に十

分届いておらず、そもそも暑熱順化
は、会社としての対応ではなく、個人
任せの対策と言えます。 

 
 
 
 

 

 

 

今年はポロシャツのトライアルも始まります。一定の対策は講じられ
ているものの、屋外作業手当を求める声は少なくありません。 
その背景には、物品の充実だけでなく、作業環境や働き方の問題があ

ります。本来は体を冷やすために休憩の確保が求められますが、長時間
の屋外作業が続けば負担感は大きくなります。私たちは、屋外作業手当
の支給とともに、適切な休憩が確保できる整備体制を求めています。 
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ブックマークして後で 

一時金の推移 

夏+年末 期末

0.3ヵ月
+10万円

2023年度 5.0ヵ月 10万円
1.0ヵ月
+5万円

２０２５年度 4.5ヵ月 1.5ヵ月+α？

3.2ヵ月2022年度

２０２４年度 4.5ヵ月
【2025 年5 月の産業医講和より】 
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日本航空では、退職金の積立が 55 歳で止まる仕組みとなっています。

制度ができたころと比べ、定年退職の年齢は 60 歳に延び、再雇用で 60

歳以降も働く人が増えている時代になりました。JAL には企業年金が

あり、国の制度改定に伴って確定拠出年金（DC）も改善されますが、

退職金そのものが 55 歳以降増えない現状に疑問の声もあります。会社

を支え、経験や技能を発揮するのは 55 歳以降も変わりません。働く期

間が延びている今、制度もまた時代に合わせて見直していく必要があ

るのではないでしょうか。将来への安心につながる処遇のあり方とし

て、あらためて考える時期に来ています。 
 
 

 

羽田空港では、A350 で運航している千歳発 528 便の遅延により、1 万 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

50 55 60

60歳まで積立例

JAL（５５歳まで）

【WING 559( 17-08)号 2026.04.21】  

航空連の旗が目印「集会」10：00～「パレード」11：20～ 補助付き交流会あり 

 

55 歳で止まる理由、 

今の時代にも 

合っているのかな？ 


